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1.緒言 

  90 年代のサッカーでは,ゴールから逆算し,

余計な回り道をせずにシンプルな攻撃を組

み立てるサッカーが主流で,オフェンシブハ

ーフの 1.5列目と言われるポジションの選手

にボールを預け攻撃をするという戦術のサ

ッカーが主流だった.現代のサッカーは,スペ

イン代表が EURO2008，2010 ワールドカッ

プ，EURO2012 の三大会連続優勝の偉業を達

成し,世界でもポゼッションサッカーが主流

となっている. 

  近年のサッカーではサイドアタッカーに

キーマンとなる選手を置いている事が多い. 

 ゴールを中心にして守るため,中央よりサイ

ドにスペースと時間が出来ると考える.そこ

で,ゴール前にクロスを上げ味方選手に合わ

せて得点をするというプレーをよく見る.サ

イドからのクロスはゴールを奪うために有

効な手段だと考える. そして，今世界ナンバ

ーワンクラブと言われるバルセロナＦＣと

大学のトップレベルの選手とでは大きく違

いが出るのか，またどの様な違いがあるのか

という疑問を抱き本研究に取り組むことに

した． 

2.研究方法 

びわこ成蹊スポーツ大学サッカー部の 2012 年

関西学生サッカーリーグでの前期 11 試合の

VTR 分析,リーガエスパニョーラのバルセロナ

FC のリーグでの試合 11 試合の VTR 分析を行

う. 

3 結果と考察 

大学生もバルセロナ FC も得点に至ったクロ

スは 10 本ある．11 試合の中で 10 得点という

のはとても多いと言える．特にバルセロナ FC

はクロスの数は少ないが，数少ないクロス中で

得点に至っているものが多い．この事からサイ

ドからのクロスの精度が得点に及ぼす影響と

いうのは，とても大きくサッカーの試合の中に

おいて大きなキーポイントの一つである。 

本研究で出た結果を本学のサッカー部に還

元し，少しでも役に立てばよいと考えている． 

4今後の課題 

 本研究はサイドからのクロスについて焦点

を当てて行ったものであり,クロスに対して合

わせる側の選手のポジション取り,入るスピー

ド，タイミングなどについては，より研究して

いく必要がある．クロスに対して合わせる側の

改善を行うことで，より得点増加を期待できる

と考えられる. 
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